
１．はじめに

森林総合研究所（当時 林業試験場）では１９０６（明治

３９）年以来，全国の森林に量水試験地を設定し，森林と

水との関わりを研究しています。その後，研究の目的に

応じていくつかの試験地の閉鎖や新設などがありました

が，２００１年度の独立行政法人化以降，全国を対象とし

た森林理水試験地の統一的なデ－タベ－ス化を目指した

森林水文ネットワ－ク構築のため，各地で観測研究を継

続しています。２００９年現在，定山渓（北海道），釜淵（山

形県），宝川（群馬県），竜ノ口山（岡山県），去川（宮

崎県）の５試験地がネットワ－クに参加しています。本

稿で紹介する去川森林理水試験地は，温暖多雨で台風が

常襲する地域の森林流域という観点から設定され試験を

行っています。なおこの特集では，宝川森林理水試験地

が既に報告されています（坪山ら，２００７）。

２．沿革

第２次大戦後には各地で水害が多発したため，国土保

全や水資源確保の面から森林の機能をさらに検討する必

要に迫られました。そこで検討するための科学的資料を

理水試験によって求めることを目的として１９５６年に，

去川森林理水試験地は設置され，１９５９年より本格的な

水文・気象観測を行っています（林業試験場宮崎分場防

災研究室，１９６０）。試験地は当時，以下の点を考慮して

場所の選定などを行いました（丸山ら，１９６０）。

�九州・四国・紀伊南に拡がる常緑広葉樹を主軸とする
暖帯林分布域にあること。

�日本でも最も多雨な地域の一つで台風が常襲する地域
にあること。

�南九州に広く分布し地域を代表する地層の分布域にあ
り，火山噴出物などに覆われていないこと。

そして宮崎県大淀川上流域の宮崎市高岡町去川国有林

（北緯３１°５４’ 東経１３１°１２’）を選定しました（図－１）。

標高は２００～３７０mです。この地域は九州地域の中でも，

年降水量が３，０００mmを超えることも珍しくない多雨地
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図－１ 去川森林理水試験地の位置

図－２ 去川森林理水試験地各流域の地形図
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域に属します。理水試験地は�号沢（６．５７ha），�号沢
（９．１７ha），�号沢（８．１６ha）の３つの小流域から構成

されています（図－２，表－１）。�号沢と�号沢は隣接
し，�号沢は�号沢から東北東方向に約１km離れた地

点に位置しています。試験流域の地質は四万十累帯に区

分され，岩相としては砂岩・泥岩等も見られますが頁岩

が優勢となっています（丸山ら，１９６０）。地層の走向方

向はほぼ N－Sで西側に４５度以上の傾斜で落ち込んで

います。地域内には多くの断層や破砕帯が見られますが，

量水施設はこれを避けて設置されています（丸山

ら，１９６０）。各流域とも尾根筋に BA型土壌，谷筋に BD

型土壌，中腹部には BC型土壌が分布しており，適潤性

褐色森林土とされる BD型土壌は深い深度まで団粒状構

造が発達し，乾性土とされる BA型土壌では菌糸網層が

見られます（白井ら，１９６５）。

３．観測の概要

３．１ 流量観測

去川森林理水試験地にある I号沢（写真－１），�号沢
（口絵写真－１），�号沢（写真－２）の３つの試験小流域
では流出量を観測するため，流域の出口に量水堰を設置

して，６０度の三角ノッチを用いて越流する水位を計測

しています。水位は３ヶ月巻の記録紙を用いてフロート

式自記水位計（写真－３）で記録するとともに，水位計

と連動して作動するポテンションメータによってデータ

ロガーに１０分毎の水位を自動記録しています。

本試験地は，多雨で台風常襲地帯の森林流域にあり，

流出土砂量が多いという特徴をもっています。量水堰の

上流側には量水槽への土砂の流入を防止するために沈砂

槽を設けており，堆積した土砂は毎年１回排土を行って

います。流出土砂量の多いことが，本試験地の特徴の一

つと言えるかもしれません。そこで近年では毎年行って

いる排土作業（写真－４）の前に，レベル測量を行って

堆積した土砂の体積を計測し，各流域からの流出土砂量

の長期変動もモニタリングしています。

３．２ 雨量観測

本試験地の気象観測露場は，�号沢と�号沢の合流地
点付近にあります（図－２）。ここに転倒マス式自記雨量

計や温湿度計などが設置されています。�号沢，�号沢
とは尾根を挟んで１kmほど東北東に位置する�号沢流
域にも，予備として転倒マス式自記雨量計が設置されて

います。本試験地では日射量や風速など，他の気象要素

の観測は２００９年現在行っていません。

４．森林の変化

本試験地における植生は，観測を開始した１９６０年に

は，�号沢と�号沢がシイ・カシ類を上層木とした常緑
広葉樹林（口絵写真－２），�号沢は谷筋を約５０年生の
スギ林が主体であり，尾根部には常緑広葉樹が存在する

表－１ 去川森林理水試験地における各流域の概要

流域名
流域面積
（ha）

平均標高
（m）

平均傾斜
沢の長さ
（m）

�号沢
�号沢
�号沢

６．５６
９．１７
８．１６

３１５
２８８
２４６

３４°４１’
３２°３３’
３２°２８’

２６１
３９３
３８１

写真－１ �号沢の量水堰堤

写真－２ �号沢の量水堰堤

写真－３ フロート式自記水位計の内部

浅野ら：森林総合研究所 去川森林理水試験地
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針広混交林でした。その後，�号沢と�号沢は１９６５年
から１９６６年に皆伐され（口絵写真－４，５），１９６７年に

�号沢にヒノキを，�号沢には流域上部にヒノキ，下部
にスギを植栽しました。両流域とも植栽後には広葉樹の

旺盛な天然更新との競合が発生し，現在では植栽木と広

葉樹が混在した森林構成となっています（口絵写真－

６，７）。さらに�号沢では，１９８２年に沢筋を中心に面積
に対して約４３％の面積を伐採（口絵写真－３）し，その

後あえて植栽を行いませんでした。その後，植生は自然

回復に至り（竹下ら，１９９６），現在は部分伐採された箇

所が常緑広葉樹林となっており（口絵写真－８），将来的

には未伐採の部分（口絵写真－９）の森林構成と同様に

なると思われます。清水ら（１９９９）及び清水ら（２００８）

は，１９７４，１９９２，１９９６年における各流域の単位面積あ

たりの材の蓄積量を推定しています。これは，現場プロ

ットでの毎木調査と航空写真を使用しての樹冠計測から，

流域全体の蓄積量の経年変化を推定したものです。その

結果として，�号沢の流域全体の蓄積は１９６７年以降に
ついて常に�号沢，�号沢流域よりも大きい（清水
ら，２００８）ことなどが報告されています。

５．観測・研究の成果

本試験地における流量，降水量観測による値は，九州

支場防災研究室（１９８２），竹下ら（１９９６），清水ら（２００８）

に報告されています。また，１９６５年から１９６６年の�号
沢，�号沢における皆伐や１９８２年の�号沢における部
分伐採が水流出などに及ぼす影響について，竹下ら

（１９８７），水谷ら（１９８８），清水ら（１９９１），竹下ら（１９９５），

玉井ら（２００８a）などの報告があります。そして�号沢，
�号沢が皆伐された事例での流出量の増加割合は約
２０％，�号沢が部分伐採された事例での流出量の増加割
合は約１３％であったことなどが明らかになりました。

図－３に，降雨流出のあった�号沢の２００３年８月７
日１２時から８日０時までの水位観測結果を示します。

この間の降水量は２０４．５mmでした。この例では，水位

変動に極小値，極大値が頻繁に現れています。これは降

雨強度の強弱に鋭敏に流出量が反応しているためであり，

多雨である去川に特徴的な水位変動であると考えられま

す（玉井ら，２００８b）。

２００５年９月３日から６日には，台風１４号によって総

雨量１，１５６mmに達する豪雨に見舞われ，宮崎県や鹿

児島県などで大規模な斜面崩壊や河川氾濫が発生するな

ど，大きな災害となりました（谷口ら，２００５）。このと

きの本試験地における流出土砂量は，ほとんど崩壊が発

生していなかった�号沢と�号沢でそれぞれ２．５m３

ha－１，１．９m３ha－１であったのに対し，いくつかの谷頭崩

壊や渓岸崩壊が認められた�号沢では７．３m３ha－１以上

であったことが報告されています。（宮縁ら，２００７）。

６．おわりに

本試験地は温暖多雨な気候帯に位置し，そのような気

候帯における森林と水流出の関係について調査すること

を目的に設置されました。その設置目的による宿命とも

いえるかもしれませんが，湿気には随分と苦労してきた

ようです。湿気のために水位計の自記紙が巻き取れなか

ったことや，基板の結露によりデ－タロガ－が停止した

ことなどの不具合も多かったようです。近年では簡便な

除湿剤が利用できるようになりいくらかは改善されまし

た。しかし金属の錆や木材の腐朽など，温暖多雨なるが

ゆえの苦労はまだ多くあります。また流出土砂の影響に

よる水位観測の欠測も時折発生します。２００５年には，

前述した２００５年１４号台風による豪雨のため，�号沢で
量水堰が満砂したために，数ヵ月間の欠測となりました

（写真－５）。

しかしながら年降水量が３，０００mmを超えることも珍

しくない本試験地は，世界的に見ても多雨な地域の森林

理水試験地の一つと言えるでしょう。また，今後の地球

温暖化や気候変動の影響で，例えば豪雨の増加など水文

環境が大きく変化する可能性も考えられます。このため

本試験地における長期間にわたる観測の成果が，森林及

図－３ 去川森林理水試験地における水位変化の一例（�号
沢の場合）

写真－４ 重機を導入しての排土作業（２００５年１２月�号沢
で撮影）
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び森林施業と水流出の関係解明のみならず，地球温暖化

や気候変動による水資源への影響評価などにも活かされ

ることが期待されます。

なお，本試験地の観測や維持管理は，地元をはじめ九

州森林管理局など関係各方面の多くの方々に支えられて

います。この場を借りて謝意を表します。
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写真－５ ２００５年１４号台風の豪雨によって満砂となった�
号沢の量水堰堤（２００５年９月撮影）
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